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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 極 組 品 と 、
　 前 記 電 極 組 品 を 収 容 す る 収 容 空 間 を 形 成 す る ケ ー ス と 、 を 備 え 、
　 前 記 ケ ー ス は 、 第 １ 封 止 膜 及 び 第 ２ 封 止 膜 を 含 む 第 １ 封 止 辺 を 備 え 、
　 前 記 第 １ 封 止 辺 の 前 記 収 容 空 間 に 近 い 側 か ら 前 記 収 容 空 間 か ら 遠 い 側 ま で を 第 １ 方 向 と  
し 、 第 １ 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 第 １ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 １ 封 止 領 域 と 第 ２ 封 止 領 域 を 含 み 、  
前 記 第 ２ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 ３ 封 止 領 域 と 第 ４ 封 止 領 域 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 封 止 領 域 と 前 記 第 ４ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 前 記  
第 １ 封 止 領 域 と 前 記 第 ３ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 前 記 第 １ パ  
ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 み は 、 前 記 第 １ 封 止 辺 の 厚 み 方 向 に お い て 、 前 記 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の  
厚 み よ り も 小 さ く 、
電 気 化 学 装 置 は 、 溢 れ た 接 着 剤 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 溢 れ た 接 着 剤 は 、 前 記 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 か ら 離 れ た 側 が 第 １ 方 向 に 凹 み 、
　 前 記 溢 れ た 接 着 剤 は 、 前 記 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 に 接 続 さ れ て 前 記 収 容 空 間 に 収 容 さ れ 、  
前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 幅 が Ｗ １ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 前 記 第 ２ パ  
ッ ケ ー ジ 領 域 の 幅 が Ｗ ２ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 前 記 第 １ 封 止 辺 の 厚 さ 方 向 に お い て 、 前 記 第 １  
封 止 膜 の 厚 さ が Ｔ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 前 記 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 さ が Ｈ ０ （ ｍ ｍ ） で あ  
り 、 前 記 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 最 大 厚 さ が Ｈ １ （ ｍ ｍ ） で あ り 、
　 前 記 溢 れ た 接 着 剤 は 、 前 記 第 １ 封 止 辺 の 厚 み 方 向 に 沿 っ た 断 面 積 Ｓ （ ｍ ｍ ２ ） が 、 以 下  

請求項の数　9　（全13頁）
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の 式 ：
　 （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ １ ） ＊ （ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ） ＜ Ｓ ＜ （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ ０ ） ＊ （ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ）
　 を 満 た す 、 電 気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 と 前 記 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 と の 間 に 第 １ 痕 が 形 成 さ れ 、 前 記 第  
２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 と 前 記 収 容 空 間 と の 間 に 第 ２ 痕 が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電  
気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 Ｗ ２ ／ Ｗ １ の 比 は 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ｈ １ ／ Ｈ ０ の 比 は 、 １ ～ １ ０ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 お よ び 前 記 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 封 止 引 張 力 が い ず れ も １ ～ １  
０ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 極 組 品 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 ケ ー ス の 一 側 か ら 延 出 す る 第 １ タ ブ を さ ら に 含  
み 、 前 記 第 １ 封 止 辺 は 、 前 記 第 １ タ ブ と 同 じ 側 に 位 置 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 化 学 装  
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ケ ー ス は 、 前 記 第 １ 封 止 辺 と 繋 が っ て い て も 繋 が っ て い な く と も よ い 第 ２ 封 止 辺 を  
さ ら に 含 み 、 前 記 第 ２ 封 止 辺 は 、 第 ３ 封 止 膜 お よ び 第 ４ 封 止 膜 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 封 止 辺 の 前 記 収 容 空 間 に 近 い 側 か ら 前 記 収 容 空 間 か ら 遠 い 側 ま で を 第 ２ 方 向 と  
し 、 前 記 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 第 ３ 封 止 膜 は 連 な る 第 ５ 封 止 領 域 と 第 ６ 封 止 領 域 と を 含  
み 、 前 記 第 ４ 封 止 膜 は 連 な る 第 ７ 封 止 領 域 と 第 ８ 封 止 領 域 と を 含 み 、
　 前 記 第 ６ 封 止 領 域 と 前 記 第 ８ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 前 記  
第 ５ 封 止 領 域 と 前 記 第 ７ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 前 記 第 ２ 封  
止 辺 の 厚 さ 方 向 に お い て 、 前 記 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 さ は 、 前 記 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の  
厚 さ よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ケ ー ス は 、 前 記 第 １ 封 止 辺 ま た は 前 記 第 ２ 封 止 辺 に 連 な る 第 ３ 封 止 辺 を さ ら に 含 み  
、 前 記 第 ３ 封 止 辺 は 、 第 ５ 封 止 膜 お よ び 第 ６ 封 止 膜 を 含 み 、
　 前 記 第 ３ 封 止 辺 の 前 記 収 容 空 間 に 近 い 側 か ら 、 前 記 収 容 空 間 か ら 遠 い 側 に ま で を 第 ３ 方  
向 と し 、 第 ３ 方 向 に 沿 っ て 、 前 記 第 ５ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 ９ 封 止 領 域 と 第 １ ０ 封 止 領 域 を  
含 み 、 前 記 第 ６ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 １ １ 封 止 領 域 と 第 １ ２ 封 止 領 域 を 含 み 、
　 前 記 第 １ ０ 封 止 領 域 と 前 記 第 １ ２ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、  
前 記 第 ９ 封 止 領 域 と 前 記 第 １ １ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 前 記  
第 ３ 封 止 辺 の 厚 み 方 向 に お い て 、 前 記 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 み は 、 前 記 第 ６ パ ッ ケ ー ジ  
領 域 の 厚 み よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 電 気 化 学 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 電 気 化 学 装 置 を 含 む 電 子 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に 、 電 気 化 学 装 置 お よ び そ れ を 応 用 し た  
電 子 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 気 化 学 装 置 （ 例 え ば 、 ソ フ ト パ ッ ク 電 池 ， s o f t  p a c k a g e  b a t t e r y ） は 、 パ ッ ケ ー ジ  
袋 （ p a c k a g i n g  b a g ） （ 例 え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム － プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン （ a l u m i n u m - p  
l a s t i c  f i l m ） や 鋼 － プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン （ s t e e l  - p l a s t i c  f i l m ） を 用 い て 密 封 包 装 さ  
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れ る 。 パ ッ ケ ー ジ 袋 を パ ッ ケ ー ジ す る （ 例 え ば ヒ ー ト シ ー ル や 接 着 剤 シ ー ル ） 際 、 パ ッ ケ  
ー ジ 位 置 で の 接 着 剤 が 両 側 に 押 し 出 さ れ 、 形 成 さ れ る パ ッ ケ ー ジ マ ー ク （ パ ッ ケ ー ジ 位 置  
） の 内 外 両 側 に 大 き な 溢 れ た 接 着 剤 塊 が 形 成 さ れ る 。 電 気 化 学 装 置 が 落 下 、 振 動 等 し た 場  
合 、 大 き な 溢 れ た 接 着 剤 塊 に 応 力 集 中 が 発 生 し 、 こ こ で パ ッ ケ ー ジ 袋 が 破 れ や す く 、 電 解  
液 が 漏 洩 す る 等 の リ ス ク が あ り 、 電 気 化 学 装 置 の 安 全 性 能 に 影 響 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 上 の 従 来 技 術 の 欠 点 か ら 、 本 発 明 は 、 溢 れ た 接 着 剤 に お け る 応 力 集 中 の 問 題 を 改 善 で  
き る 電 気 化 学 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 願 の 一 実 施 形 態 は 、 電 極 組 品 と 、 電 極 組 品 を 収 容 す る 収 容 空 間 を 形 成 す る ケ ー ス と 、  
を 備 え る 電 気 化 学 装 置 を 提 供 す る 。 ケ ー ス は 、 第 １ 封 止 膜 及 び 第 ２ 封 止 膜 を 含 む 第 １ 封 止  
辺 を 備 え る 。 第 １ 封 止 辺 の 収 容 空 間 に 近 い 側 か ら 収 容 空 間 か ら 遠 い 側 ま で を 第 １ 方 向 と す  
る 。 第 １ 方 向 に 沿 っ て 、 第 １ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 １ 封 止 領 域 と 第 ２ 封 止 領 域 を 含 み 、 第 ２  
封 止 膜 は 、 連 な る 第 ３ 封 止 領 域 と 第 ４ の 封 止 領 域 を 含 む 。 第 ２ 封 止 領 域 と 第 ４ 封 止 領 域 と  
が 結 合 し て 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 第 １ 封 止 領 域 と 第 ３ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ２  
パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 し 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 み は 、 第 １ 封 止 辺 の 厚 み 方 向 に お い て  
、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 み よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 願 の 実 施 形 態 が 提 供 す る 電 気 化 学 装 置 は 、 第 １ 封 止 辺 に 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 及 び 第 ２  
パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 設 け る こ と に よ り 、 パ ッ ケ ー ジ 時 に 発 生 す る 溢 れ た 接 着 剤 が 収 容 空 間 に  
集 中 し て 堆 積 す る こ と を 回 避 で き 、 応 力 集 中 問 題 を 改 善 し 、 電 気 化 学 装 置 が 落 下 、 振 動 な  
ど の 場 合 に ケ ー ス が 破 裂 し に く く な り 、 電 池 の 安 全 性 能 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 任 意 選 択 で 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 と 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 と の 間 に 第 １ 痕 が 形 成 さ れ 、 第  
２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 と 収 容 空 間 と の 間 に 第 ２ 痕 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 任 意 選 択 で 、 電 気 化 学 装 置 は 、 溢 れ た 接 着 剤 を さ ら に 備 え 、 溢 れ た 接 着 剤 は 、 第 ２ パ ッ  
ケ ー ジ 領 域 に 接 続 さ れ て 収 容 空 間 に 収 容 さ れ 、 第 １ 方 向 に 沿 っ て 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の  
幅 が Ｗ １ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 幅 が Ｗ ２ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 第 １ 封 止 辺 の  
厚 さ 方 向 に お い て 、 第 １ 封 止 膜 の 厚 さ が Ｔ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 さ  
が Ｈ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 最 大 厚 さ が Ｈ １ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 溢 れ た 接  
着 剤 は 、 第 １ 封 止 辺 の 厚 み 方 向 に 沿 っ た 断 面 積 Ｓ （ ｍ ｍ ２ ） が 、 以 下 の 式
　 （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ １ ） ＊ （ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ） ＜ Ｓ ＜ （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ ０ ） ＊ （ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ）
　 を 満 た す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 溢 れ た 接 着 剤 の 断 面 積 Ｓ が 大 き す ぎ る と 、 溢 れ た 接 着 剤 が 堆 積 し て 応 力 集 中 点 が 形 成 さ  
れ 、 溢 れ た 接 着 剤 の 断 面 積 Ｓ が 小 さ す ぎ る と 、 溢 れ た 接 着 剤 領 域 が 溢 れ た 接 着 剤 量 が 少 な  
く 、 溢 れ た 接 着 剤 領 域 が あ ま り 良 好 な パ ッ ケ ー ジ 効 果 に 達 し な い 。 溢 れ た 接 着 剤 領 域 に 形  
成 さ れ る 溢 れ た 接 着 剤 の 断 面 積 を 制 御 す る こ と に よ り 、 パ ッ ケ ー ジ 領 域 の パ ッ ケ ー ジ 時 に  
溢 れ る 接 着 剤 量 を バ ラ ン ス さ せ る こ と が で き 、 溢 れ た 接 着 剤 領 域 に 多 く の 溢 れ た 接 着 剤 が  
堆 積 し 応 力 集 中 点 が 形 成 さ れ な く と も 溢 れ た 接 着 剤 領 域 の パ ッ ケ ー ジ 強 度 が 保 証 さ れ 、 電  
気 化 学 デ バ イ ス は 優 れ た パ ッ ケ ー ジ 信 頼 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 任 意 選 択 で 、 Ｗ ２ ／ Ｗ １ の 比 は 、 ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ で あ り 、 パ ッ ケ ー ジ 領 域 の パ ッ ケ ー  
ジ 時 の 溢 れ る 接 着 剤 量 及 び パ ッ ケ ー ジ 強 度 を さ ら に バ ラ ン ス す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 任 意 選 択 で 、 Ｈ １ ／ Ｈ ０ の 比 は 、 １ ～ １ ０ で あ り 、 パ ッ ケ ー ジ 領 域 の パ ッ ケ ー ジ 時 の 溢  
れ る 接 着 剤 量 お よ び パ ッ ケ ー ジ 強 度 を さ ら に バ ラ ン ス す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 任 意 選 択 で 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 お よ び 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 封 止 引 張 力 が い ず れ も １  
～ １ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ り 、 ケ ー ス に 優 れ た パ ッ ケ ー ジ 強 度 を 持 た せ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 任 意 選 択 で 、 電 極 組 品 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ケ ー ス の 一 側 か ら 延 出 す る 第 １ タ ブ を さ ら  
に 含 み 、 第 １ 封 止 辺 は 、 第 １ タ ブ と 同 じ 側 に 位 置 す る 。 電 気 化 学 装 置 の タ ブ 側 の パ ッ ケ ー  
ジ 強 度 は 一 般 的 に 最 も 弱 く 、 第 １ 封 止 辺 は 、 第 １ の タ ブ と 電 気 化 学 装 置 と 同 じ 側 に 位 置 し  
て お り 、 第 １ タ ブ 側 の パ ッ ケ ー ジ 強 度 を 強 く し 、 電 気 化 学 装 置 の 安 全 性 能 を 高 め る 上 で 有  
利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 任 意 選 択 で 、 ケ ー ス は 、 第 １ 封 止 辺 と 繋 が っ て い て も 繋 が っ て い な く と も よ い 第 ２ 封 止  
辺 を さ ら に 含 む 。 第 ２ 封 止 辺 は 、 第 ３ 封 止 膜 お よ び 第 ４ 封 止 膜 を 含 み 、 第 ２ 封 止 辺 の 収 容  
空 間 に 近 い 側 か ら 収 容 空 間 か ら 遠 い 側 ま で を 第 ２ 方 向 と す る 。 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 、 第 ３ 封  
止 膜 は 連 な る 第 ５ 封 止 領 域 と 第 ６ の 封 止 領 域 と を 含 み 、 第 ４ の 封 止 膜 は 連 な る 第 ７ の 封 止  
領 域 と 第 ８ の 封 止 領 域 と を 含 む 。 第 ６ 封 止 領 域 と 第 ８ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ３ パ ッ ケ ー  
ジ 領 域 を 形 成 し 、 第 ５ 封 止 領 域 と 第 ７ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 す  
る 。 第 ２ 封 止 辺 の 厚 さ 方 向 に お い て 、 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 さ は 、 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域  
の 厚 さ よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ 封 止 辺 と 第 １ 封 止 辺 と は 同 じ パ ッ ケ ー ジ 構 成 を 有 し て い て も よ く 、 封 止 辺 を 複 数 設  
け る こ と で 、 電 気 化 学 装 置 の パ ッ ケ ー ジ の 安 全 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 任 意 選 択 で 、 ケ ー ス は 、 第 １ 封 止 辺 ま た は 第 ２ 封 止 辺 に 連 な る 第 ３ 封 止 辺 を さ ら に 含 む  
。 第 ３ 封 止 辺 は 、 第 ５ 封 止 膜 お よ び 第 ６ 封 止 膜 を 含 み 、 第 ３ 封 止 辺 の 収 容 空 間 に 近 い 側 か  
ら 、 収 容 空 間 か ら 遠 い 側 に ま で を 第 ３ 方 向 と す る 。 第 ３ 方 向 に 沿 っ て 、 第 ５ 封 止 膜 は 、 連  
な る 第 ９ 封 止 領 域 と 第 １ ０ 封 止 領 域 を 含 み 、 第 ６ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 １ １ 封 止 領 域 と 第 １  
２ 封 止 領 域 を 含 む 。 第 １ ０ 封 止 領 域 と 第 １ ２ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を  
形 成 し 、 第 ９ 封 止 領 域 と 第 １ １ 封 止 領 域 と が 結 合 し て 第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を 形 成 す る 。 第  
３ 封 止 辺 の 厚 み 方 向 に お い て 、 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 み は 、 第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 厚 み  
よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ３ 封 止 辺 と 第 １ 封 止 辺 と が 同 じ パ ッ ケ ー ジ 構 成 を 有 し て い て も よ く 、 電 気 化 学 装 置 の  
パ ッ ケ ー ジ の 安 全 を よ り 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 任 意 選 択 で 、 電 気 化 学 装 置 は 、 電 極 組 品 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ケ ー ス の 外 に 出 て 、 ケ ー  
ス の 同 じ 側 又 は 異 な る 側 に 位 置 す る 正 極 タ ブ 及 び 負 極 タ ブ を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 一 実 施 例 は 、 上 記 電 気 化 学 装 置 を 適 用 し た 電 子 機 器 を 提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 又 は 従 来 技 術 の 構 成 を よ り 明 確 に 説 明 す る た め 、 以 下 、 実 施 形 態 又 は  
従 来 技 術 の 説 明 で 用 い る べ き 図 面 を 簡 単 に 紹 介 す る た め 、 以 下 の 説 明 に お け る 図 面 は 本 発  
明 の 実 施 形 態 の み で あ り 、 当 業 者 で あ れ ば 、 創 造 的 な 労 働 を 伴 わ ず に 、 こ れ ら の 図 面 か ら  
他 の 図 面 を 取 得 す る こ と が で き る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 電 気 化 学 装 置 の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る キ ャ ッ プ 及 び 電 気 化 学 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で  
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あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 わ る 技 術 内 容 に つ い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 図 面 と  
併 せ て 明 確 に 完 全 に 説 明 し 、 明 ら か に 、 説 明 さ れ た 実 施 形 態 は 本 発 明 の 一 部 の 実 施 形 態 に  
す ぎ ず 、 す べ て の 実 施 形 態 で は な い 。 本 発 明 の 実 施 形 態 に 基 づ き 、 当 業 者 が 創 造 的 な 労 働  
を 払 っ て い な い 前 提 で 獲 得 し た そ の 他 の す べ て の 実 施 形 態 は 、 本 願 の 保 護 の 範 囲 に 属 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 組 品 を 他 の 組 品 と 接 続 す る 場 合 、 他 の 組 品 に 直 接 接 続 し て も よ い し 、 中 央 に あ る  
組 品 が 存 在 し て も よ い 。 1 つ の 組 品 ト が 別 の 組 品 に 「 設 定 」 さ れ て い る と 考 え ら れ る 場 合  
、 そ れ は 別 の 組 品 に 直 接 設 定 し て も よ い し 、 中 央 に あ る 組 品 が 同 時 に 存 在 し て も よ い 。 本  
明 細 書 に お い て 用 い ら れ る 技 術 お よ び 科 学 の 用 語 は 、 特 に 定 義 さ れ な い 限 り 、 本 発 明 の 技  
術 分 野 に 属 す る 当 業 者 が 通 常 理 解 す る 意 味 合 い と 同 義 で あ る 。 本 発 明 実 施 形 態 で 用 い ら れ  
る 「 外 側 」 、 「 内 側 」 の 用 語 は 、 特 定 の 実 施 形 態 を 記 述 す る 目 的 の み で あ り 、 本 発 明 を 限  
定 す る 趣 旨 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ で あ る 。 本  
発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ は 、 電 池 で あ っ て も よ く 、 任 意 選 択 で 、 他 の 実  
施 形 態 で は 、 さ ら に 、 容 量 式 装 置 （ 少 な く と も １ つ の 容 量 式 ま た は 擬 似 容 量 電 極 を 含 む ）  
ま た は 混 合 装 置 （ 電 池 、 電 気 化 学 二 重 層 キ ャ パ シ タ （ Ｅ Ｄ Ｌ Ｃ お よ び 擬 似 容 量 電 極 か ら な  
る 群 よ り 選 択 さ れ る ２ つ の 異 な る タ イ プ の 電 極 を 含 む ） で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ は 、 ケ ー ス １ ０ と 、 電 極 組 品 ２ １ と 、 正 極 タ ブ ２ ３ 及 び 負 極 タ  
ブ ２ ５ と 、 を 備 え て い る 。 ケ ー ス １ ０ は 、 収 容 空 間 １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 電 極 組 品 ２ １  
は 収 容 空 間 １ ２ に 位 置 し て お り 、 正 極 タ ブ ２ ３ 及 び 負 極 タ ブ ２ ５ は 、 い ず れ も 電 極 組 品 ２  
１ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て ケ ー ス １ ０ の 外 に 出 て お り 、 正 極 タ ブ ２ ３ 及 び 負 極 タ ブ ２ ５ は 、  
ケ ー ス １ ０ の 同 じ 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ケ ー ス １ ０ は 、 収 容 空 間 １ ２ 側 か ら 外 方 に 向 か っ て 延 在 す る 第 １ 封 止 辺 １ ３ を 有 し 、 第  
１ 封 止 辺 １ ３ と 、 正 極 タ ブ ２ ３ 、 負 極 タ ブ ２ ５ と は 、 ケ ー ス １ ０ の 異 な る 側 に 位 置 し て い  
る 。 正 極 タ ブ ２ ３ お よ び 負 極 タ ブ ２ ５ が 位 置 す る ケ ー ス １ ０ の 側 は 、 例 え ば ヒ ー ト シ ー ル  
等 の 慣 用 の パ ッ ケ ー ジ 方 式 に よ っ て パ ッ ケ ー ジ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 任 意 選 択 で 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ と 正 極 タ ブ ２ ３ 、 負 極 タ ブ ２ ５ が さ ら に ケ ー ス １ ０ の 同 じ  
側 に 位 置 す る こ と が で き 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ は 、 正 極 タ ブ ２ ３ 、 負 極 タ ブ ２ ５ を パ ッ ケ ー ジ  
し て 、 タ ブ 側 の パ ッ ケ ー ジ 強 度 を 高 め 、 電 気 化 学 装 置 の 安 全 性 を 高 め る た め に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ は 、 対 向 し て 配 置 さ れ た 第 １ 封 止 膜 ３ ０ お よ び 第 ２  
封 止 膜 ９ ０ を 含 む 。 第 １ 封 止 膜 ３ ０ と 第 ２ 封 止 膜 ９ ０ の 構 成 は 同 じ で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム  
－ プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン や 鋼 － プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン な ど で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 任 意 選 択 で 、 他 の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 封 止 膜 ３ ０ と 第 ２ 封 止 膜 ９ ０ の 構 成 が 異 な  
っ て い て も よ い 。 例 え ば ソ フ ト パ ッ ク 電 池 に お い て 、 第 １ 封 止 膜 ３ ０ は 、 金 属 箔 層 ３ １ と  
、 金 属 箔 層 ３ １ の 対 向 す る 両 側 に 設 け ら れ た 保 護 層 ３ ２ と 、 熱 圧 着 層 ３ ３ と を 含 む 。 こ の  
う ち 、 保 護 層 ３ ２ は 、 ケ ー ス １ ０ の 外 側 に 位 置 し 、 外 部 シ ー ル ド に 用 い ら れ る も の で あ り  
、 そ の 材 料 は 、 ナ イ ロ ン 等 の 絶 縁 材 料 で あ っ て も よ い 。 金 属 箔 層 ３ １ は 、 機 械 的 強 度 を 保  
ち つ つ 、 水 気 を 遮 断 す る た め の も の で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 層 や 鋼 箔 層 で あ っ て も よ い 。  
熱 圧 着 層 ３ ３ は 、 シ ー ル に 用 い ら れ 、 熱 接 着 特 性 を 有 し 、 ケ ー ス １ ０ の 内 側 に 位 置 す る 。  
熱 圧 着 層 ３ ３ の 材 料 は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ p o l y p r o p y l e n e ， Ｐ Ｐ ） 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 第 １ 封 止 辺 １ ３ の 収 容 空 間 １ ２ に 近 い 側 か ら 収 容 空 間 １ ２ か ら 遠 い 側 に 向 か う 方 向 は 、  
第 １ 方 向 Ｌ で あ る 。 第 １ 方 向 Ｌ に 沿 っ て 、 第 １ 封 止 膜 ３ ０ は 、 連 な る 第 １ 封 止 領 域 １ ３ ２  
と 第 ２ 封 止 領 域 １ ３ ４ を 含 み 、 第 ２ 封 止 膜 ９ ０ は 、 連 な る 第 ３ 封 止 領 域 １ ３ ５ と 第 ４ 封 止  
領 域 １ ３ ６ を 含 む 。 第 １ 封 止 領 域 １ ３ ２ と 第 ３ 封 止 領 域 １ ３ ５ と が 隣 接 す る ２ つ の 面 は 、  
第 １ 封 止 領 域 １ ３ ２ お よ び 第 ３ 封 止 領 域 １ ３ ５ を 結 合 さ せ て 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ を  
形 成 す る よ う に 互 い に 貼 り 合 わ せ ら れ る 。 第 ２ 封 止 領 域 １ ３ ４ と 第 ４ 封 止 領 域 １ ３ ６ と が  
隣 接 す る ２ つ の 面 は 、 互 い に 貼 り 合 わ せ ら れ 、 第 ２ 封 止 領 域 １ ３ ４ お よ び 第 ４ 封 止 領 域 １  
３ ６ が 結 合 さ せ て 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ を 形 成 し 、 す な わ ち 第 ２ 封 止 領 域 １ ３ ４ に 位  
置 す る 熱 圧 着 層 と 第 ４ 封 止 領 域 １ ３ ６ に 位 置 す る 熱 圧 着 層 と が 互 い に 貼 り 合 わ せ て 接 合 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 方 向 Ｌ に 沿 っ て 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ の 各 所 の 厚 さ は 一 致 し た ま ま で あ り 、  
第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の い ず れ か の 厚 さ は 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ の 厚 さ よ り 大  
き く 、 収 容 空 間 １ ２ の い ず れ か の 厚 さ は 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の 最 大 厚 さ よ り 大 き  
い 。 図 １ を 参 照 し て 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ と 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ と の 間 に は  
第 １ 痕 ５ １ が 形 成 さ れ 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ と 収 容 空 間 １ ２ と の 間 に は 第 ２ 痕 ５ ３  
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 収 容 空 間 １ ２ に は 、 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ が 収 容 さ れ て い る 。 本 発 明 に お い て 、 前 記 溢 れ た  
接 着 剤 ４ ０ と は 、 パ ッ ケ ー ジ す る 際 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ お よ び 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領  
域 １ ３ ２ の 接 着 剤 が 収 容 空 間 １ ２ に オ ー バ ー フ ロ ー し て 硬 化 し て 形 成 さ れ た 溢 れ た 接 着 剤  
塊 を 意 味 す る 。 ケ ー ス １ ０ が パ ッ ケ ー ジ す る 際 に 、 例 え ば ヒ ー ト シ ー ル さ れ 、 第 １ パ ッ ケ  
ー ジ 領 域 １ ３ ３ お よ び 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ２ に 位 置 す る 熱 圧 着 層 ３ ３ が 溶 融 し て 形 成  
さ れ た 接 着 剤 が 、 キ ャ ッ プ の 圧 力 下 で 、 第 １ 封 止 膜 ３ ０ お よ び 第 ２ 封 止 膜 ９ ０ の 内 面 に 沿  
っ て 収 容 空 間 １ ２ に 入 り 込 み 、 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ が 形 成 さ れ る 。 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ は 、 第  
２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ と 接 続 し 、 収 容 空 間 １ ２ に 部 分 的 に 充 填 さ れ て い る 。 溢 れ た 接 着  
剤 ４ ０ は 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ か ら 離 れ た 側 が 第 １ 方 向 Ｌ に 凹 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 方 向 Ｌ に 沿 っ て 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ の 幅 は Ｗ １ （ ｍ ｍ ）  
で あ り 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の 幅 は Ｗ ２ （ ｍ ｍ ） で あ る 。 任 意 選 択 で 、 Ｗ ２ ／ Ｗ １ の  
比 が ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 テ ス ト の 結 果 、 Ｗ ２ ／ Ｗ １ の 比 が ０ ． ０ １ よ り 小 さ い 場 合 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １  
の 幅 が 小 さ す ぎ 、 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ が 発 生 す る 量 が 多 く 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ か ら  
オ ー バ ー フ ロ ー し た 接 着 剤 を 収 容 す る た め に 十 分 な 空 間 に 達 す る こ と が で き ず 、 オ ー バ ー  
フ ロ ー し た 接 着 剤 が 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ に 堆 積 し 、 応 力 集 中 点 を 形 成 す る 。 Ｗ ２ ／  
Ｗ １ の 比 が ０ ． ５ よ り 大 き い 場 合 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ の 幅 が 小 さ す ぎ る と 、 第 １  
封 止 辺 １ ３ の パ ッ ケ ー ジ 強 度 、 ひ い て は パ ッ ケ ー ジ 寿 命 に 影 響 を 及 ぼ す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ の 厚 み 方 向 Ｈ に 沿 っ て 、 第 １ 封 止 膜 ３ ０ の 厚 み が Ｔ ０
（ ｍ ｍ ） 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ の 厚 み が Ｈ ０ （ ｍ ｍ ） 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １  
の 最 大 厚 み が Ｈ １ （ ｍ ｍ ） で あ る 。 任 意 選 択 で 、 Ｈ １ ／ Ｈ ０ の 比 は 、 １ ～ １ ０ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 テ ス ト の 結 果 、 Ｈ １ ／ Ｈ ０ の 比 が １ よ り も 小 さ い 場 合 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ が パ  
ッ ケ ー ジ 時 に 溶 融 し た 溢 れ た 接 着 剤 が 少 な く な り 過 ぎ て パ ッ ケ ー ジ が 緊 密 で は な く 、 良 好  
な 接 着 パ ッ ケ ー ジ 効 果 が 得 ら れ な い こ と が 判 明 し た 。 Ｈ １ ／ Ｈ ０ の 比 が １ ０ を 超 え る 場 合  
、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ が パ ッ ケ ー ジ 時 に 溶 融 し た 溢 れ た 接 着 剤 が 過 多 と な り 、 溢 れ  
た 接 着 剤 が 多 く 収 容 空 間 １ ２ に 堆 積 し 応 力 集 中 点 が 形 成 さ れ る こ と が 判 明 し た 。 電 気 化 学  
装 置 １ ０ ０ が 落 下 、 振 動 等 し た 場 合 、 ケ ー ス １ ０ が 割 れ や す く な り 、 ケ ー ス １ ０ の 内 容 物  
、 例 え ば 電 解 液 の 漏 洩 の リ ス ク が あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ の 厚 み 方 向 Ｈ に 沿 っ た 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ の 断 面 積 Ｓ （  
ｍ ｍ ２ ） は 、 式 （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ １ ） ＊ （ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ） ＜ Ｓ ＜ （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ ０ ） ＊ （ Ｗ １ ＋  
Ｗ ２ ） を 満 た す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 に お け る 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ の 断 面 積 は 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ が 第 １ パ ッ ケ  
ー ジ 領 域 １ ３ ３ の み を 含 む 場 合 （ 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ の 第 １ 方 向 Ｌ の 幅 と 第 １ 封 止  
辺 １ ３ の 幅 と 等 し い 場 合 ） に は み 出 す 溢 れ た 接 着 剤 の 断 面 積 と 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ が 第 ２ パ  
ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の み を 含 む 場 合 （ 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の 第 １ 方 向 Ｌ の 幅 と 第 １  
封 止 辺 １ ３ の 幅 と 等 し い 場 合 ） に は み 出 す 溢 れ た 接 着 剤 の 断 面 積 と の 間 に 介 在 す る 。 そ の  
う ち 、 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ の 断 面 積 Ｓ は 、 収 容 空 間 １ ２ の 厚 み が 第 １ 封 止 辺 １ ３ の 厚 み よ り  
も 大 き い 点 か ら 起 算 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 テ ス ト の 結 果 、 Ｓ が 大 き 過 ぎ る と 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ か ら は み 出 す 接 着 剤 が 多 く 収 容 空 間  
１ ２ に 流 れ 込 む こ と が 示 さ れ て い る が 、 収 容 空 間 １ ２ は 、 多 量 の は み 出 す 接 着 剤 を 十 分 に  
収 容 す る も の で は な い た め 、 多 く の は み 出 す 接 着 剤 が 収 容 空 間 １ ２ に 堆 積 し て 応 力 集 中 点  
を 形 成 し 、 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ が 落 下 、 振 動 等 し た 場 合 に 、 ケ ー ス １ ０ が 割 れ や す く な り  
、 ケ ー ス １ ０ の 内 容 物 、 例 え ば 電 解 液 の 漏 洩 の リ ス ク が あ る 。 Ｓ が 小 さ す ぎ る と 、 第 １ 封  
止 辺 １ ３ か ら 収 容 空 間 １ ２ に 流 入 す る 接 着 剤 が 過 少 と な り 、 優 れ た 接 着 パ ッ ケ ー ジ 効 果 が  
奏 さ れ な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 任 意 選 択 で 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ ３ お よ び 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の 封 止 張 力 は  
、 い ず れ も １ ～ １ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ で あ る 。 封 止 張 力 が 小 さ 過 ぎ る と 、 パ ッ ケ ー ジ 領 域 の パ ッ ケ  
ー ジ 強 度 が 不 足 す る 。 任 意 選 択 で 、 封 止 領 域 の 封 止 張 力 の 上 限 は 、 ケ ー ス １ ０ の 引 張 力 の  
上 限 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 ２ ０ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態  
に 係 る 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ り 、 ケ ー ス １ ０ が 収 容 空 間 １ ２ 側 に 沿 っ て 外 方  
に 延 び る 第 ２ 封 止 辺 １ ４ を さ ら に 備 え る 点 で 異 な る 。 第 ２ 封 止 辺 １ ４ 及 び 第 １ 封 止 辺 １ ３  
は 、 ケ ー ス １ ０ の 隣 り 合 っ た 側 に 位 置 し 、 互 い に 接 続 し て い る 。 任 意 選 択 で 、 第 ２ 封 止 辺  
１ ４ 及 び 第 １ 封 止 辺 １ ３ は 、 ケ ー ス １ ０ と 反 対 側 に 位 置 し 、 接 続 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 任 意 選 択 で 、 第 ２ 封 止 辺 １ ４ の 構 成 は 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ の 構 成 と 同 様 で あ る 。 任 意 選 択  
で 、 第 ２ 封 止 辺 １ ４ は 、 対 向 し て 配 置 さ れ る 第 ３ 封 止 膜 及 び 第 ４ 封 止 膜 を 含 む 。 第 ３ 封 止  
膜 と 第 ４ 封 止 膜 と は 、 同 じ 構 成 で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム － プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン や 鋼 － プ  
ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン 等 で も よ い 。 任 意 選 択 で 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 ３ 封 止 膜 と 第 ４ 封  
止 膜 と は 、 構 成 が 異 な っ て い て も よ い 。 ソ フ ト パ ッ ク 電 池 に お い て 、 第 ３ 封 止 膜 は 、 金 属  
箔 層 と 、 金 属 箔 層 の 相 対 向 す る 両 側 に 設 け ら れ た 保 護 層 及 び 熱 圧 着 層 と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ 封 止 辺 １ ４ が 収 容 空 間 １ ２ に 近 い 側 か ら 収 容 空 間 １ ２ か ら 遠 い 側 に 向 か う 方 向 が 第  
２ 方 向 Ｍ で あ る 。 第 ２ 方 向 Ｍ に 沿 っ て 、 第 ３ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 ５ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず ）  
と 第 ６ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず ） と を 含 み 、 第 ４ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 ７ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず ）  
と 第 ８ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず ） と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ６ 封 止 領 域 と 第 ８ 封 止 領 域 と が 隣 接 す る 2 つ の 表 面 は 、 第 ６ 封 止 領 域 と 第 ８ 封 止 領 域  
を 貼 り 合 わ せ て 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ４ ５ を 形 成 す る よ う に 互 い に 貼 り 合 わ せ ら れ る 。 第  
５ 封 止 領 域 と 第 ７ 封 止 領 域 と が 隣 接 す る ２ つ の 表 面 は 、 第 ５ 封 止 領 域 と 第 ７ 封 止 領 域 を 貼  
り 合 わ せ て 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ４ ６ を 形 成 す る よ う に 互 い に 貼 り 合 わ せ ら れ る 。 第 ３ パ  
ッ ケ ー ジ 領 域 １ ４ ５ と 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ４ ６ と の 間 に は 第 ３ 痕 １ ４ ７ が 形 成 さ れ 、 第  
４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ４ ６ と 収 容 空 間 １ ２ と の 間 に は 第 ４ 痕 １ ４ ８ が 形 成 さ れ る 。 第 ２ 封 止  
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辺 １ ４ の 厚 み 方 向 に お い て 、 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ４ ５ の 厚 み は 、 第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １  
４ ６ の 厚 み よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 ３ ０ ０ は 、 第 ２ 実 施 形 態  
に 係 る 電 気 化 学 装 置 ２ ０ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ り 、 電 気 化 学 装 置 ３ ０ ０ は 、 収 容 空 間 １ ２ の 一  
側 に 沿 っ て 外 方 に 延 び る 第 ３ 封 止 辺 １ ５ を 備 え る 点 で 異 な る 。 第 ３ 封 止 辺 １ ５ と 第 １ 封 止  
辺 １ ３ と は ケ ー ス １ ０ の 対 向 側 に 位 置 し 、 第 ２ 封 止 辺 １ ４ は 第 １ 封 止 辺 １ ３ と 第 ３ 封 止 辺  
１ ５ と を 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 ３ 封 止 辺 １ ５ は 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 。 第 ３ 封 止 辺 １ ５ は 、 対 向 し  
て 配 置 さ れ る 第 ５ 封 止 膜 及 び 第 ６ 封 止 膜 を 有 す る 。 第 ５ 封 止 膜 と 第 ６ 封 止 膜 と は 、 同 じ 構  
成 で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム － プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン や 鋼 － プ ラ ス チ ッ ク メ ン ブ レ ン 等 で も  
よ い 。 任 意 選 択 で 、 他 の 実 施 形 態 で は 、 第 ５ 封 止 膜 と 第 ６ 封 止 膜 と は 、 構 成 が 異 な っ て い  
て も よ い 。 ソ フ ト パ ッ ク 電 池 に お い て 、 第 ５ 封 止 膜 は 、 金 属 箔 層 と 、 金 属 箔 層 の 対 向 す る  
両 側 に 設 け ら れ た 保 護 層 及 び 熱 圧 着 層 と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ３ 封 止 辺 １ ５ は 、 収 容 空 間 １ ２ に 近 い 側 か ら 収 容 空 間 １ ２ か ら 遠 い 側 に 向 か う 方 向 が  
第 ３ 方 向 Ｎ で あ る 。 第 ３ 方 向 Ｎ に 沿 っ て 、 第 ５ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 ９ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず  
） と 第 １ ０ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず ） と を 含 み 、 第 ６ 封 止 膜 は 、 連 な る 第 １ １ 封 止 領 域 （ 図 示  
せ ず ） と 第 １ ２ 封 止 領 域 （ 図 示 せ ず ） と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ ０ 封 止 領 域 と 第 １ ２ 封 止 領 域 と が 隣 接 す る ２ つ の 面 は 、 第 １ ０ 封 止 領 域 と 第 １ ２ 封  
止 領 域 を 貼 り 合 わ せ て 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ５ ３ を 形 成 す る よ う に 互 い に 貼 り 合 わ せ ら れ  
る 。 第 ９ 封 止 領 域 と 第 １ １ 封 止 領 域 と が 隣 接 す る ２ つ の 面 は 、 第 ９ 封 止 領 域 と 第 １ １ 封 止  
領 域 を 貼 り 合 わ せ て 第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ５ ４ を 形 成 す る よ う に 互 い に 貼 り 合 わ せ ら れ る  
。 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ５ ３ と 第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ５ ４ と の 間 に は 第 ５ 痕 １ ５ ５ が 形 成  
さ れ 、 第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ５ ４ と 収 容 空 間 １ ２ と の 間 に は 第 ６ 痕 １ ５ ６ が 形 成 さ れ る 。  
第 ３ 封 止 辺 １ ５ の 厚 み 方 向 に お い て 、 第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ５ ３ の 厚 み は 、 第 ６ パ ッ ケ ー  
ジ 領 域 １ ５ ４ の 厚 み よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 ４ ０ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態  
に か か る 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ り 、 正 極 タ ブ ２ ３ お よ び 負 極 タ ブ ２ ５ が ケ ー  
ス １ ０ の 反 対 側 に 位 置 し て い る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 正 極 タ ブ ２ ３ 及 び 負 極 タ ブ ２ ５ は 、 ケ ー ス １ ０ の 隣 接 側 に 位 置 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 化 学 装 置 ５ ０ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 に  
か か る 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ と ほ ぼ 同 様 で あ り 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ が 溢 れ た 接 着 剤 領 域 １ ３ ７  
を さ ら に 含 み 、 溢 れ た 接 着 剤 領 域 １ ３ ７ が 封 止 領 域 １ ３ ３ の パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ か ら 離  
れ る 側 に 位 置 し て い る 点 が 異 な る 。 溢 れ た 接 着 剤 領 域 １ ３ ７ に は 、 溢 れ た 接 着 剤 ５ ２ が 充  
填 さ れ て い る 。 任 意 選 択 で 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ は 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ  
領 域 １ ３ ３ の 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ か ら 遠 い 側 に 設 け ら れ た 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 を さ  
ら に 含 み 、 第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域 の 構 成 は 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の 構 成 と 同 様 で あ っ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 一 実 施 形 態 で は 、 ケ ー ス １ ０ を ト ッ プ キ ャ ッ プ ６ ０ お よ び ダ ウ ン キ  
ャ ッ プ ７ ０ に よ り パ ッ ケ ー ジ す る 。 ト ッ プ キ ャ ッ プ ６ ０ お よ び ボ ト ム キ ャ ッ プ ７ ０ は 、 い  
ず れ も パ ッ ケ ー ジ 面 ８ ０ を 備 え て い る 。 パ ッ ケ ー ジ 面 ８ ０ は 、 ケ ー ス １ ０ の 第 １ パ ッ ケ ー  
ジ 領 域 １ ３ ３ に 対 応 す る キ ャ ッ プ 第 １ 封 印 領 域 ８ １ と 、 第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ に 対 応  
す る キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ と を 備 え 、 キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ は 、 キ ャ ッ プ 第 １ 封  
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印 領 域 ８ １ に 対 し て 凹 設 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ 第 １ 封 印 領 域 ８ １ に 位 置 す る パ ッ ケ ー ジ 面  
は 平 面 で あ り 、 キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ に 位 置 す る パ ッ ケ ー ジ 面 は 段 差 面 で あ る 。 チ ッ  
プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ に 位 置 す る パ ッ ケ ー ジ 面 の 形 状 は 、 第 １ 封 止 辺 １ ３ の 第 ２ パ ッ ケ ー ジ  
領 域 １ ３ １ の 形 状 に 一 致 す る 。 第 １ 方 向 Ｌ に 沿 っ て 、 キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ の 幅 は 、  
第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域 １ ３ １ の 幅 と 等 し い 。 任 意 選 択 で 、 キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ に 位 置  
す る パ ッ ケ ー ジ 面 は 、 円 弧 面 、 斜 角 面 な ど で も よ く 、 ケ ー ス １ ０ の パ ッ ケ ー ジ 後 に 溢 れ た  
接 着 剤 領 域 １ ３ １ に 形 成 さ れ る 溢 れ た 接 着 剤 ４ ０ の 横 断 面 積 Ｓ が 、 （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ １ ） ＊  
（ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ） ＜ Ｓ ＜ （ ２ ＊ Ｔ ０ － Ｈ ０ ） ＊ （ Ｗ １ ＋ Ｗ ２ ） を 満 た す も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 任 意 選 択 で 、 ト ッ プ キ ャ ッ プ ６ ０ ま た は ボ ト ム キ ャ ッ プ ７ ０ の み の パ ッ ケ ー ジ 面 ８ ０ が  
、 キ ャ ッ プ 第 １ 封 印 領 域 ８ １ お よ び キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域 ８ ３ を 含 み 、 他 方 の キ ャ ッ プ の  
パ ッ ケ ー ジ 面 が 平 面 で あ る こ と に よ り 、 第 １ パ ッ ケ ー ジ １ ３ １ を 、 第 １ 封 止 領 域 １ ３ ２ と  
第 ２ 封 止 領 域 １ ３ ４ と が 非 平 行 に 設 け ら れ る か 、 第 ３ 封 印 領 域 １ ３ ５ と 第 ４ 封 印 領 域 １ ３  
６ と が 非 平 行 に 設 け ら れ る だ け で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 上 述 し た 電 気 化 学 装 置 １ ０ ０ を 適 用 し た 電 子 機 器 を 提 供 す る も  
の で あ り 、 例 え ば 、 携 帯 電 話 、 パ ソ コ ン 等 の 電 子 機 器 、 ウ ェ ア ラ ブ ル 機 器 、 ド ロ ー ン 、 エ  
ネ ル ギ ー 貯 蔵 機 器 、 電 動 工 具 、 電 気 自 動 車 等 、 従 来 公 知 の あ ら ゆ る 電 子 機 器 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 各 実 施 形 態 は 漸 進 的 に 記 載 さ れ た も の で あ り 、 各 実 施 形 態 の 重 要 な  
説 明 は 、 他 の 実 施 形 態 と 異 な る と こ ろ で あ り 、 各 実 施 形 態 間 で 共 通 す る 部 分 は 互 い に 参 照  
さ れ れ ば よ い 。 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 上 記 説 明 は 、 当 業 者 に よ っ て 本 発 明 を 実 現 可  
能 又 は 使 用 す べ き で あ る 。 こ れ ら の 実 施 形 態 に 対 す る 多 く の 修 正 は 、 当 業 者 に と っ て 自 明  
な こ と で あ り 、 本 文 で 定 義 さ れ た 一 般 的 な 原 理 は 、 本 発 明 の 精 神 又 は 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ  
と な く 、 他 の 実 施 形 態 に お い て 実 現 さ れ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 は こ こ に 示 す こ  
れ ら の 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る こ と な く 、 本 発 明 の 開 示 す る 原 理 お よ び 新 規 な 特 徴 に 一 致 す  
る 最 も 広 い 範 囲 に 属 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 、 ５ ０ ０   電 気 化 学 装 置
　 １ ０   ケ ー ス
　 ２ １   電 極 組 品
　 ２ ３   正 極 タ ブ
　 ２ ５   負 極 タ ブ
　 １ ２   収 容 空 間
　 １ ３   第 １ 封 止 辺
　 １ ４   第 ２ 封 止 辺
　 １ ５   第 ３ 封 止 辺
　 ３ ０   第 １ 封 止 膜
　 １ ３ ２   第 １ 封 止 領 域
　 １ ３ ４   第 ２ 封 止 領 域
　 ９ ０   第 ２ 封 止 膜
　 １ ３ ５   第 ３ 封 止 領 域
　 １ ３ ６   第 ４ 封 止 領 域
　 ３ １   金 属 箔 層
　 ３ ２   保 護 層
　 ３ ３   熱 圧 着 層
　 １ ３ １   第 ２ パ ッ ケ ー ジ 領 域
　 １ ３ ７   溢 れ た 接 着 剤 領 域
　 １ ３ ３   第 １ 封 止 領 域
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　 ４ ０ 、 ５ ２   溢 れ た 接 着 剤
　 ６ ０   ト ッ プ キ ャ ッ プ
　 ７ ０   ボ ト ム キ ャ ッ プ
　 ８ ０   パ ッ ケ ー ジ 面
　 ８ １   キ ャ ッ プ 第 １ 封 印 領 域
　 ８ ３   キ ャ ッ プ 第 ２ 封 印 領 域
　 ５ １   第 １ 痕
　 ５ ３   第 ２ 痕
　 １ ４ ５   第 ３ パ ッ ケ ー ジ 領 域
　 １ ４ ６   第 ４ パ ッ ケ ー ジ 領 域
　 １ ４ ７   第 ３ 痕
　 １ ４ ８   第 ４ 痕
　 １ ５ ３   第 ５ パ ッ ケ ー ジ 領 域
　 １ ５ ４   第 ６ パ ッ ケ ー ジ 領 域
　 １ ５ ５   第 ５ 痕
　 １ ５ ６   第 ６ 痕
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】



10

JP 7570427 B2 2024.10.21(13)

フロントページの続き

中国福建省寧徳市蕉城区▲ヂャン▼湾鎮新港路１号
審査官　 神田  和輝

(56)参考文献 特開２０１２－２０９１２４（ＪＰ，Ａ）
特開２００１－１９９４１３（ＪＰ，Ａ）
特表２０１６－５０６０４９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１１－２０４５９０（ＪＰ，Ａ）
特開２０００－２７７０６６（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０１７／１５８９８６（ＷＯ，Ａ１）
特表２０１２－５２７７２４（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０１Ｍ    ５０／１０
Ｈ０１Ｇ    １１／７８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

